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臨
時
保
健
師
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

に
お
け
る
保
健
事
業
、
在
宅
ケ
ア
の

推
進
（
重
複
・
多
受
診
の
分
析
・
把

握
訪
問
指
導
等
）
を
行
う
た
め
、
臨

時
保
健
師
を
募
集
し
ま
す
。

●
雇
用
条
件
等

・
人
　
数
　
　
1
名

・
勤
務
日
数
　
14
日
以
内

・
賃
　
金
　
　
1
日
8，
8
0
0
円

※
勤
務
時
間
は
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
30
分
ま
で
、
通
勤
手

当
有
り
。（
職
員
に
準
じ
る
）

●
応
募
資
格

・
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
方

・
保
健
師
と
し
て
相
談
・
助
言
等

の
活
動
経
験
の
あ
る
方

●
仕
事
の
内
容

①
長
期
入
院
者
の
把
握
・
分
析

②
長
期
入
院
者
に
対
す
る
相
談
・

指
導

③
退
院
し
た
被
保
険
者
に
対
す
る

訪
問
・
指
導

④
重
複
・
多
受
診
者
の
把
握
・
分

析
、
相
談
・
指
導

●
採
用
期
間

平
成
20
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で

※
継
続
の
場
合
は
1
年

●
応
募
方
法

2
月
29
日（
金
）ま
で
に
市
販
の

履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
有
資
格
者
は
資
格
を
証
明
す
る

書
類
の
写
し
を
添
付
の
こ
と

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
国
保
グ
ル
ー
プ

1（
40
）5
5
5
8

下
野
市
立
図
書
館
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

4
月
か
ら
南
河
内
・
石
橋
・
国

分
寺
の
各
図
書
館
に
勤
務
で
き
る

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数

若
干
名

●
勤
務
条
件

45
歳
未
満
の
方
で
、
土
日
も
交

代
で
勤
務
で
き
る
方

●
賃
　
金

時
給
750
円

●
応
募
資
格

下
野
市
在
住
で
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
ロ
ー
マ
字
カ
ナ
入
力
程
度
）
が
で

き
る
方

●
勤
務
内
容

図
書
の
貸
出
・
返
却
、
図
書
整
理

●
勤
務
場
所

南
河
内
・
石
橋
・
国
分
寺
図
書
館

●
勤
務
時
間

午
前
9
時
15
分
〜
午
後
6
時
15
分

●
勤
務
日
数

月
14
日
以
内
の
交
代
勤
務

●
応
募
方
法

2
月
23
日（
土
）ま
で
に
履
歴
書
を

石
橋
図
書
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
大
松
山
1
‐
7
‐
3

石
橋
図
書
館
　
担
当
　
真
下

1（
52
）1
1
3
6

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
？

●
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て

公
務
等
の
た
め
に
亡
く
な
ら
れ
た

軍
人
、
軍
属
及
び
準
軍
属
の
遺
族

の
方
に
、
終
戦
20
周
年
、
30
周
年
、

40
周
年
、
50
周
年
、
60
周
年
の
節

目
の
機
会
に
国
と
し
て
改
め
て
弔

慰
の
意
を
表
す
る
た
め
に
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

●
支
給
対
象
と
な
る
遺
族

過
去
に
特
別
弔
慰
金
を
受
け
ら

れ
た
方
（
時
効
に
よ
り
受
給
権
を

失
っ
た
方
を
含
む
）、
ま
た
は
、
戦

没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務

扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
を

受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父

母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お

一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
の
順
位

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、

①
平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
（1）
父
母
（2）
孫
（3）
祖
父
母

（4）
兄
弟
姉
妹

④
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
（1）
父
母
（2）
孫
（3）

祖
父
母
（4）
兄
弟
姉
妹

⑤
前
記
の
①
か
ら
④
以
外
で
、
戦

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
1
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
3
親
等
内
の
親
族

●
支
給
内
容

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債

●
請
求
期
間

3
月
31
日
ま
で

●
請
求
手
続

請
求
書
類
は
、
高
齢
福
祉
課
窓

口
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

請
求
に
必
要
な
戸
籍
等
の
書
類

は
請
求
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課

1（
52
）1
1
1
5

「
広
報
し
も
つ
け
」
へ
の

掲
載
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

「
広
報
し
も
つ
け
」
に
掲
載
す
る
有

料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
企

業
等
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課

1（
40
）5
5
5
0

※市ホームページへのバナー広告も募集しています。
詳しくは市ホームページをご覧ください。



子
育
て
支
援
事
業
の
見
直
し

の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
事
業
（
市
単
独
事

業
分
）
の
見
直
し
に
伴
い
、
次
の

事
業
に
つ
い
て
は
平
成
20
年
3
月

末
日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
事
業
に
よ
っ
て
経
過
措
置

が
あ
り
ま
す
。

●
廃
止
と
な
る
事
業

▼
赤
ち
ゃ
ん
元
気
ア
ッ
プ
事
業

（
出
生
届
時
お
米
引
換
券
交
付
）

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助

事
業

《
経
過
措
置
》

・
対
象
児
童
･
･
･
平
成
20
年
3

月
末
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童

・
請
求
期
間
･
･
･
平
成
20
年
3

月
末
日
ま
で
に
購
入
し
た
分
を

6
月
末
日
ま
で
請
求
を
受
け
付

け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課

1（
52
）1
1
1
4

下
野
市
家
族
介
護
者
交
流
会
を

開
催
し
ま
す

現
在
あ
る
い
は
過
去
1
年
以
内

に
介
護
さ
れ
て
い
た
方
を
対
象
に
、

他
の
介
護
者
と
悩
み
や
情
報
を
共

有
し
親
睦
を
深
め
る
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。

今
回
は
、
高
根
沢
町
の
「
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
」
へ
出
か
け
ま
す
。

お
風
呂
と
お
食
事
を
ゆ
っ
く
り
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
日

3
月
5
日（
水
）

●
行
き
先

高
根
沢
町
「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」

●
対
象
者

現
在
在
宅
に
て
高
齢
者
の
介
護

を
行
っ
て
い
る
方
、
ま
た
は
過
去

1
年
以
内
に
介
護
を
し
て
い
た
方

●
参
加
費

3，
0
0
0
円
（
食
事
代
込
み
、

入
浴
代
別
）

●
申
し
込
み
方
法

2
月
25
日（
月
）ま
で
に
、
最
寄

り
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
く
ぶ
ん
じ

1（
43
）1
2
2
9

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
か
わ
ち

1（
47
）2
7
7
1

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
し
ば
し

1（
51
）0
6
3
3

転
倒
骨
折
予
防
教
室
参
加
者
募
集

か
ら
だ
を
動
か
し
て
、
い
つ
ま

で
も
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
簡
単
な
「
筋
力
ア
ッ

プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
や
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る

「
3
B
体
操
」
に
よ
る
教
室
を
実
施

し
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
維
持
の

た
め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
応
募
対
象
者

概
ね
65
歳
以
上
の
方
で
、
医
師

か
ら
の
運
動
制
限
等
を
受
け
て
い

な
い
方

※
先
着
順
に
受
付
し
ま
す
が
、
新

規
参
加
者
を
優
先
し
ま
す
。

●
定
　
員

各
会
場
30
名

●
開
催
場
所
と
開
催
日
時

〔
国
分
寺
公
民
館
〕

4
月
10
日
〜（
第
2
・
4
木
曜
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

〔
き
ら
ら
館
〕

4
月
10
日
〜（
第
2
・
4
木
曜
日
）

午
後
1
時
15
分
〜
3
時
15
分

〔
南
河
内
公
民
館
〕

4
月
7
日
〜（
第
1
・
3
月
曜
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

※
祝
日
は
こ
れ
に
限
り
ま
せ
ん
。

●
参
加
料

無
料
で
す
。

※
た
だ
し
、
教
室
で
使
用
す
る
用

具
代
（
1，
0
0
0
円
）
を
初

回
に
徴
収
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

2
月
18
日（
月
）

〜
3
月
14
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
）

1（
52
）1
1
1
5

農
業
後
継
者
の
た
め
の
ふ
れ
あ
い

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

下
都
賀
地
区
内
の
各
市
町
と
合

同
で
、
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場

を
提
供
す
る
「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ

ィ
ー
〜
す
て
き
な
出
会
い
2
0
0

8
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時

3
月
16
日（
日
）

午
後
1
時
30
分
〜

●
場
　
所

Ｎ
Ｅ
Ｗ
ア
プ
ロ
ニ
ー

（
Ｊ
Ｒ
栃
木
駅
北
口
徒
歩
5
分
）

●
参
加
資
格

概
ね
25
〜
40
歳
の
独
身
男
女

（
た
だ
し
男
性
は
原
則
、
下
都

賀
地
区
内
に
在
住
の
農
業
後
継
者
）

●
会
　
費

男
性
　
4，
0
0
0
円

女
性
　
1，
0
0
0
円
　

●
参
加
申
込

2
月
末
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
農
業
委
員
会

1（
48
）2
1
1
6

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に

基
づ
く
縦
覧
に
つ
い
て

栃
木
県
に
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
に
よ
る
新
設
の
届
出
が
「
株

式
会
社
た
い
ら
や
」
か
ら
あ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
新

設
又
は
変
更
の
届
出
が
な
さ
れ
た

場
合
は
、
届
出
事
項
の
概
要
、
届

出
年
月
日
、
及
び
縦
覧
場
所
が
県

よ
り
公
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
届

出
の
内
容
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方

は
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
同
届
出
に
つ
い
て
、
周

辺
の
生
活
環
境
の
保
持
と
い
う
見

地
か
ら
意
見
を
有
す
る
方
は
、
公

告
の
日
か
ら
4
か
月
以
内
に
栃
木

県
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
店
舗
名
称
　

た
い
ら
や
自
治
医
大
店

●
縦
覧
期
間
　

4
月
25
日
ま
で
（
土
・
日
・
祝

祭
日
を
除
く
）

●
縦
覧
時
間
　

午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
30
分

●
縦
覧
場
所
　

産
業
振
興
課
（
南
河
内
庁
舎
）

●
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

1（
48
）2
1
1
2
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相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
（
日

司
連
）
と
各
都
道
府
県
の
司
法
書

士
会
で
は
、
毎
年
2
月
を
「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と

定
め
、
相
続
登
記
の
手
続
き
を
促

す
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
期

間
中
、
司
法
書
士
各
事
務
所
で

「
相
続
登
記
」
に
関
す
る
相
談
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
期
　
間

2
月
1
日
〜
29
日
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

●
場
　
所

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

●
相
談
内
容

相
続
に
関
す
る
事
項

●
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
司
法
書
士
会

1
0
2
8
‐
6
1
4
‐
1
1
2
2

福
祉
の
し
ご
と
ミ
ニ
就
職

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

福
祉
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
方
、
福
祉
職
へ
の
就
労
を
希

望
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。
参
加
無
料
で
す
の

で
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

2
月
16
日（
土
）

●
場
　
所

宇
都
宮
市
若
草
1
‐
10
‐
6

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

●
内
　
容

・
午
後
1
時
〜
1
時
45
分

（
受
付
0
時
30
分
〜
）

《
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
》

福
祉
職
の
魅
力
や
や
り
が
い
に

つ
い
て
の
講
話
で
す
。

・
午
後
2
時
〜
4
時

（
受
付
1
時
30
分
〜
）

《
合
同
面
談
会
》

福
祉
施
設
等
と
の
個
別
面
談
会

で
す
。

●
申
し
込
み

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
み
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

1
0
2
8
‐
6
4
3
‐
5
6
2
2

若
者
自
立
塾
･
栃
木

説
明
会
と
個
別
相
談
会
の
ご
案
内

概
ね
16
歳
〜
35
歳
位
ま
で
の
、

無
業
の
若
者
を
対
象
と
し
た
厚
生

労
働
省
受
託
の
就
労
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
若
者
自
立
塾
の
説

明
会
及
び
個
別
の
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
　
時

3
月
12
日（
水
）

1
回
目
　
午
後
2
時
〜
4
時

2
回
目
　
午
後
6
時
〜
8
時

●
場
　
所

オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館

小
金
井
3
0
0
9
‐
1
2

1（
40
）7
3
8
8

●
内
　
容
　

・
塾
の
実
施
内
容
説
明

・
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
説
明

・
個
人
相
談
会

●
問
い
合
わ
せ
先

若
者
自
立
塾
・
栃
木
事
務
局

市
貝
町
市
塙
3
7
7
9

空
と
ぶ
モ
ニ
ョ
ン
ゴ
ロ
村
内

1
5
0
2
8
5（
68
）3
9
2
8

http://www.jiritsu-nice
-m
-day.net

※
当
日
の
連
絡
先

0
9
0
‐
9
3
3
5
‐
6
1
9
4

石
橋
郷
土
史
研
究
会
歴
史
講
演

●
日
　
時

3
月
9
日（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

●
場
　
所

石
橋
公
民
館
201
会
議
室

●
講
　
師

下
野
市
文
化
課
　
木
村
友
則
氏

●
テ
ー
マ

「
下
野
国
分
寺
に
つ
い
て
」

文
化
財
指
定
の
経
緯
、
発
掘
調

査
の
状
況
及
び
今
後
の
整
備
予
定

等
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
郷
土
史
研
究
会

事
務
局
長
　
遠
藤
孝
夫

1（
53
）
3
3
2
2

思いやりと交流で創る 新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY
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●日　時　3月2日（日）午前10時～
●会　場　史跡下野薬師寺跡ふるさと歴史の広場下野薬師寺歴史館
《当日のイベント》

★開会式　　★薬師寺幼稚園児による楽器演奏　　★大道芸『アクロバットコメディーGちょこMarble』
★カラオケ、民謡（文化協会） ★紙芝居
★体験コーナー
○呈茶席（文化協会） ○古代米餅つき　○駄菓子屋縁日　○昔遊び（遊び学びキャラバン隊）
○史跡めぐりウォーキング
★模擬店
○甘酒（無料配付） ○南河内農産物加工組合（手作りまんじゅう他）
○はくつる会（手作りパン他） ○財団法人グリムの里いしばし（焼きいも） ○その他
★その他
○すくすく君の無料配付（環境課） ○下水道のＰＲ（下水道課）

第2回下野薬師寺梅まつり

主　催　下野市教育委員会　　後　援　下野市文化協会
問い合わせ先　文化課　152-1120




